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関西医科大学と地域をつなぐ連携誌［つなぐ］

■ 関西医科大学附属病院
TEL.072-804-0101（代）
https://hp.kmu.ac.jp/
〒573-1191　大阪府枚方市新町2-3-1　
地域医療連携部　病診連携課（地域医療センター事務局）

TEL.072-804-2742  FAX.072-804-2861

■ 関西医科大学総合医療センター
TEL.06-6992-1001（代）
https://hp.kmu.ac.jp/takii/
〒570-8507　大阪府守口市文園町10-15　
地域医療連携部　病診連携課

TEL.06-6993-9444  FAX.06-6993-9488

■ 関西医科大学香里病院
TEL.072-832-5321（代）
https://hp.kmu.ac.jp/kori/
〒572-8551　大阪府寝屋川市香里本通町8-45
地域医療連携部　病診連携係

TEL.072-832-9977  FAX.072-832-9988

■ 関西医科大学くずは病院
TEL.072-809-0005（代）
https://hp.kmu.ac.jp/kuzuha/
〒573-1121　大阪府枚方市楠葉花園町4-1
地域医療連携課

TEL.072-809-0013  FAX.072-809-0022

■ 関西医科大学天満橋総合クリニック
TEL.06-6943-2260（代）
https://hp.kmu.ac.jp/temmabashi/
〒540-0008　大阪市中央区大手前1-7-31（OMMビル 3階）
TEL.06-6943-2260  FAX.06-6943-9827

■ くずは駅中 健康・健診センター
TEL.072-809-2005（代）
https://hp.kmu.ac.jp/kuzuhaekinaka/
〒573-1121　大阪府枚方市楠葉花園町１４-１（京阪くずは駅ビル 2階）
TEL.072-809-2005

地域医療センター

くずは駅中
健康・健診センター
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脳疾患の早期発見・早期介入・予後支援のために
関西医大の頭脳はいかに戦っているのか

脳疾患に対抗する、

関西医大の頭脳

脳
に
関
す
る
疾
患
は
頭
痛
や
認
知
症
、脳
腫
瘍
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、日
本
人
の
死
因
4
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い

る
の
が
脳
卒
中
。働
き
盛
り
の
40
〜
50
代
で
死
因
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
、続
い
て
80
代
以
降
に
も
う
一
度
頻
発
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。死
亡
率
と
し
て
は
全
体
の
1
割
前
後
で
す

が
機
能
面
で
の
予
後
不
良
が
頻
発
し
、寝
た
き
り
の
原
因

と
な
る
疾
患
で
は
1
位
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
、社
会
保
障
費
の
増
大
が
危
険
水
域
に
達
し
て
い
る
我

が
国
に
お
い
て
、社
会
政
策
的
に
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
疾
患
の
ひ
と
つ
で
す
。こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て

2
0
1
8
年
に
は
、脳
卒
中・循
環
器
病
対
策
基
本
法
が
成

立
。脳
卒
中
そ
の
も
の
の
治
療
だ
け
で
な
く
治
療
介
入
ま

で
の
時
間
の
短
縮
化
、治
療
後
の
社
会
復
帰
、周
囲
へ
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
、総
合
的
な
対
策
の
実
現
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

一
方
、認
知
症
に
つ
い
て
も
超
高
齢
社
会
の
進
行
に
伴
っ

て
年
々
患
者
数
が
右
肩
上
が
り
に
増
加
。2
0
2
5
年
に

は
高
齢
者
の
5
人
に
1
人
、約
7
0
0
万
人
が
認
知
症
を

発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、認
知
症
は
介
護
が

必
要
と
な
る
疾
患
ラ
ン
キ
ン
グ
1
位
と
、脳
卒
中
同
様
周

囲
の
サ
ポ
ー
ト
が
非
常
に
重
要
で
す
。し
か
し
、徘
徊
、他

害
と
い
っ
た
外
部
へ
の
影
響
だ
け
で
な
く
、せ
ん
妄
や
被
害

妄
想
、物
盗
ら
れ
妄
想
な
ど
と
き
に
は
介
護
者
を
攻
撃
し

て
し
ま
う
な
ど
、負
担
が
大
き
い
こ
と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
国
も
2
0
2
4
年
に
認
知
症
基
本
法
を
制
定
し
、

認
知
症
患
者
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、様
々
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

脳
卒
中
と
認
知
症
。こ
れ
ら
2
大
脳
疾
患
は
ど
ち
ら

も
脳
の
病
気
と
い
う
点
以
外
に
も
、介
護
負
担
や
医
療
費

負
担
な
ど
周
囲
へ
の
影
響
が
大
き
い
点
、国
が
本
腰
を
入

れ
て
対
策
に
乗
り
出
し
た
点
な
ど
、共
通
項
が
多
く
見
ら

れ
る
疾
患
で
す
。今
回
の「
つ
な
ぐ
」で
は
、本
学
の
頭

〝
脳
〞が
こ
れ
ら
の
脳
疾
患
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応

を
取
っ
て
い
て
、疾
患
の
早
期
発
見
・
早
期
介
入
か
ら
社

会
復
帰
ま
で
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
か
、ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

総合医療センター総合医療センター附属病院附属病院

特集■ 

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー

附
属
病
院
と
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た

「
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
」で
は
、脳
神
経
外
科
や
脳
神
経
内

科
の
専
門
医
、看
護
師
、治
療
後
の
社
会
復
帰
に
向
け
た

リ
ハ
ビ
リ
に
関
わ
る
P
T
/
O
T
、在
宅
療
養
を
つ
な
げ

る
社
会
福
祉
士（
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）、管
理
栄

養
士
、訪
問
看
護
師
な
ど
、様
々
な
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

が
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
脳
を
持
ち
寄
っ
て
、脳
卒
中
の
治
療
と

治
療
後
の
回
復
だ
け
で
な
く
予
防
ま
で
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

治
療
面
で
は
、発
症
か
ら
治
療
ま
で
の
時
間
が
極
め
て

重
要
な
脳
卒
中
に
対
し
て
、24
時
間
態
勢
で
診
療
体
制

を
展
開
。梗
塞
に
対
す
る
t
P
A
静
注
療
法
や
カ
テ
ー

テ
ル
に
よ
る
脳
血
栓
回
収
療
法
、出
血
に
対
す
る
開
頭

血
腫
除
去
術
や
内
視
鏡
下
血
腫
除
去
術
、開
頭
ク
リ
ッ
ピ

ン
グ
術
や
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
コ
イ
ル
塞
栓
術
な
ど
、あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
治
療
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、発
症
し
て
か
ら
の
治
療
・
回
復
に
と
ど
ま
ら

ず
、発
症
す
る
前
の
予
防
に
も
注
力
。基
礎
リ
ス
ク
で
あ

る
高
血
圧
の
改
善
や
食
生
活
の
見
直
し
、運
動
習
慣
の

提
供
な
ど
、集
学
的
な
予
防
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

附属病院脳卒中センター 集合写真

脳卒中手術

総合医療センター ドクターカー

脳卒中
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本
学
で
は
脳
卒
中
と
認
知
症
に
対
し
て
、附
属
病
院
と

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ「
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
」と

「
認
知
症
予
防
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
。診
療
科
だ
け
で
な
く

職
種
の
垣
根
を
越
え
て
、脳
疾
患
の
専
門
医
や
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
が
頭
脳
を
結
集
し
、現
場
で
の
治
療
展
開
は
も
ち
ろ

ん
診
療
デ
ー
タ
の
検
証
、疫
学
的
調
査
の
実
施
、社
会
復
帰

の
サ
ポ
ー
ト
、家
族
へ
の
支
援
な
ど
、多
角
的
・
総
合
的
に

脳
卒
中
・
認
知
症
へ
対
応
し
て
い
る
の
で
す
。

セ
ン
タ
ー
化
に
よ
る
対
応

医　師
歯科医師 看護職

介護職

診療放射線
技師

診療情報
管理士

医療・精神科
ソーシャルワーカー
社会福祉士

臨床工学技士
理学療法士
作業療法士
言語聴覚士

管理栄養士
栄養士
調理師

臨床検査技師

薬剤師

医療事務職

附属病院は日本脳卒中学会認定「PSCコア」施設
関西医科大学附属病院は、日本脳卒中学会が高度な脳卒中治療を
確実に継続して提供できることや、確かな腕を持った医師が

在籍していることを認めた「PSCコア」施設です。

①一次脳卒中センター（PSC）※に認定されていること

③血栓回収治療実績が年間12例以上あること

⑤脳卒中相談窓口を設置すること
④自施設において24時間365日血栓回収治療に対応可能であること

②日本脳神経血管内治療学会の脳血管内治療専門医と3学会認定の
　脳血栓回収療法実施医が合計して常勤3名以上であること

PSC
コア認定
5条件

救急車受け入れ件数推移
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脳卒中診療件数推移
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※PSCとは、「一次脳卒中センター」のことで、rt-PA（アルテプラーゼ）を用いた脳梗塞治療を24時間365日実施できると、
　日本脳卒中学会が定めた施設のこと。

つまり！

認知症

ア
ミ
ロ
イ
ド
β
を
標
的
と
し
、体
内
の
免
疫
機
能
を
利

用
し
て
除
去
を
促
す
こ
と
で
神
経
細
胞
の
障
害
を
抑
え
、

認
知
機
能
の
低
下
を
緩
や
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

最
新
か
つ
革
新
的
な
治
療
法
、抗
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
抗
体
治

療
が
登
場
し
た
認
知
症
。関
西
医
大
で
は
、附
属
病
院
と
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
た「
認
知
症
予
防
セ
ン
タ
ー
」

に
お
い
て
、こ
の
最
新
治
療
法
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
脳
神
経
内
科
と
精
神
神
経
科
、放
射
線

科
の
専
門
医
や
看
護
師
、地
域
医
療
連
携
ス
タ
ッ
フ
、医
事
課

ス
タ
ッ
フ
の
頭
脳
を
集
め
、神
経
心
理
検
査
、M
R
I
、

S
P
E
C
T
、ア
ミ
ロ
イ
ド
P
E
T
な
ど
の
充
実
し
た
検
査

体
制
を
整
え
、早
期
診
断
と
適
切
な
治
療
開
始
を
実
現
し

て
い
ま
す
。

初
回
投
与
は
入
院（
1
〜
2
泊
）で
安
全
性
を
確
保
し
つ

つ
実
施
し
、2
回
目
以
降
は
外
来
で
の
継
続
投
与
と
な
る

た
め
、無
理
な
く
治
療
を
続
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。ま

た
、治
療
開
始
後
も
医
師
や
看
護
師
、薬
剤
師
、リ
ハ
ビ
リ

ス
タ
ッ
フ
な
ど
多
職
種
が
連
携
し
、患
者
や
家
族
の
生
活

を
支
え
る
た
め
の
万
全
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
し
て
い

ま
す
。認
知
症
の
検
査
、抗
体
医
薬
品
治
療
に
興
味
を
お

持
ち
の
方
、ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、ぜ
ひ
お
気
軽
に
認
知
症

予
防
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

附属病院認知症予防センター 集合写真 PET-CT

附属病院と総合医療センターでは、大学病院の高度な設備
を駆使して第一線で「脳」の診療に携わる医療従事者がチー
ムを組んだ、脳のための総合検査「脳ドック」を提供していま
す。もちろん、日本脳ドックガイドラインに準拠。脳MRI検査と
同時に認知機能の検査や脳神経内科専門医師による診察
も行い、被験者の「脳健康」を様々な角度から徹底的にチェッ
クして、早期発見だけでなくリスクの抽出、発症予防の方針ま
で立てることが可能です。気になる患者がいましたら、ぜひご
紹介ください。

香里病院・くずは病院と脳疾患
香里病院では、附属病院の脳卒中センターから亜急性期の脳梗塞患者を積極的に受け入れてお
り、リハビリテーション科と連携してリハビリ加療を提供しています。また、頭痛や麻痺を見逃さず、髄

膜脳炎や脊髄炎などの診断・治療
までをスムーズに連携できるよう注
力。夕方診療では、学校や仕事帰り
に片頭痛へ最新の皮下注射導入を
簡単に行うことができるのが強み
です。今後は認知症領域での連携
を深め、抗アミロイドβ抗体薬投与
後の長期フォロー態勢を構築して
いきます。

くずは病院では、脳卒中後リハビリとして上肢機
能や歩行能力、摂食嚥下機能に対する専門プロ
グラムを展開。電気刺激療法やロボット支援機
器を活用したリハビリテーションも推進し、りはま
る（XR機器）を活用した身体機能・認知機能ト
レーニングを導入することで、モチベーション向
上と効果的なリハビリを両立しています。また、痙
縮（筋緊張亢進）に対するボツリヌス療法、短下肢
装具等による動作・歩行支援のための装具外来
など、様々な角度で社会復帰を支援しています。くずは病院

脳ドック
やってます

関西医科大学の認知症予防センターと
地域医療連携

かかりつけ医

精神神経科
病院・クリニック

脳神経内科
病院・クリニック脳神経外科

病院・クリニック

附属病院・総合医療センター 認知症予防センター

■ 

認
知
症
予
防
セ
ン
タ
ー
開
設

香里病院
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関 西 医 科 大 学 附 属 病 院

こ
の
た
び
耳
鼻
咽
喉
科・頭
頸
部
外
科
の
主
任
教
授

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
八
木
と
申
し
ま
す
。地
域
の
医

療
機
関
の
先
生
方
に
は
日
頃
よ
り
患
者
さ
ん
の
ご
紹

介
・
逆
紹
介
を
通
じ
て
大
変
お
世
話
に
な
り
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
耳
鼻
咽
喉
科
頭
頸
部
外
科
医
の
道
を
志
し
た
の

は
、頭
頸
部
に
集
中
す
る
脳
神
経
へ
の
関
心
か
ら
で
し
た
。

手
術
で
は
頭
頸
部
外
科
の
領
域
に
惹
か
れ
つ
つ
、聴
覚
や

平
衡
覚
の
領
域
に
も
興
味
を
抱
き
、ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
ク

レ
ス
ゲ
聴
覚
研
究
所
へ
留
学
し
ま
し
た
。現
地
で
は
ウ
イ

ル
ス
ベ
ク
タ
ー
に
よ
る
遺
伝
子
導
入
を
用
い
た
感
音
難

聴
の
治
療
研
究
に
従
事
し
、帰
国
後
は
耳
鼻
咽
喉
科・頭

頸
部
外
科
の
全
領
域
に
わ
た
る
診
療
経
験
を
積
み
な
が

ら
専
門
性
と
実
践
力
を
培
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
院
で
は
多
く
の
頭
頸
部
腫
瘍
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
私
は
唾
液
腺（
耳
下
腺
の
腫
瘍
な
ど
）、甲
状

腺
の
手
術
を
数
多
く
手
が
け
て
い
ま
す
。こ
う
い
っ
た

手
術
で
は
、近
く
を
走
る
顔
面
神
経
や
反
回
神
経
を

温
存
す
る
た
め
に
緻
密
な
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
神
経
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
積
極
的
に
導
入
し
、安

全
か
つ
精
密
な
手
術
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。加
え
て
4
年
前
よ
り
頸
部
手
術
で
外
視
鏡

O
R
B
E
Y
E
®
を
採
用
し
、内
視
鏡
と
顕
微
鏡
の

長
所
を
併
せ
持
つ
先
進
的
な
機
器
を
取
り
入
れ
全
国

で
も
有
数
の
実
績
を
築
い
て
い
ま
す
。

当
科
で
は
現
在
、光
免
疫
療
法
、睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群（
S
A
S
）治
療
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。光
免
疫

療
法
で
は
、近
赤
外
線
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
に
よ
り
新
し
い

治
療
効
果
の
評
価
を
進
め
て
お
り
、治
療
成
績
向
上
を

目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
S
A
S
治
療
で
は
舌
下
神
経

刺
激
装
置
に
よ
る
治
療
を
大
阪
府
下
で
唯
一
提
供
し
て

お
り
、C
P
A
P
療
法
と
の
組
み
合
わ
せ
や
歯
科
と
の

連
携
に
よ
る
口
腔
内
装
置
の
導
入
な
ど
患
者
さ
ん
に

多
様
な
治
療
選
択
肢
を
提
供
し
て
い
ま
す
。ま
た
補
聴

器
医
療
で
は
言
語
聴
覚
士
と
連
携
し
て
調
整
や
指
導

を
行
い
、患
者
さ
ん
の
満
足
度
向
上
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
の
で
、も
し
先
生
方
の
も
と
で
お
困
り
の
患
者
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

高
齢
化
が
進
む
現
在
、聴
覚
障
害
、嚥
下
障
害
、平
衡

障
害
と
い
っ
た
当
科
の
診
療
領
域
は
ま
す
ま
す
重
要
性

を
増
し
て
い
ま
す
。今
後
は
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携

を
さ
ら
に
強
化
し
、患
者
情
報
の
共
有
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
よ
り
効
率
的
に
行
う
シ
ス
テ
ム
構
築
を
模
索
し
て

ま
い
り
ま
す
。あ
わ
せ
て
嚥
下
評
価
デ
バ
イ
ス
の
開
発
、

平
衡
機
能
検
査
お
よ
び
治
療
体
制
の
整
備
、補
聴
器
装

用
の
推
進
な
ど
診
療・技
術
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学 耳鼻咽喉科 入局
米・ミシガン大学クレスゲ聴覚研究所 
Research Fellow
関西医科大学 耳鼻咽喉科 研究員
河内総合病院 耳鼻咽喉科 副医長　
関西医科大学 耳鼻咽喉科 助手
医仁会武田総合病院 耳鼻咽喉科 医長
医仁会武田総合病院 耳鼻咽喉科 部長
関西医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 講師
関西医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 准教授
関西医科大学附属病院 耳鼻咽喉科・
頭頸部外科 主任教授

1995年3月
1995年5月
1997年4月

1999年10月
2000年11月
2004年1月
2007年4月
2012年9月
2013年4月
2019年1月
2025年4月

Profile

先
進
的
な
術
式
・
治
療
法
を
積
極
的
に
導
入
し
、

安
全
か
つ
個
別
性
の
あ
る
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す

関西医科大学附属病院
耳鼻咽喉科・頭頸部外科 主任教授

八木 正夫
Yagi Masao

耳鼻咽喉科・
頭頸部外科
新任教授に聞く

New Professor Interview インタビュー特集

KEY-PERSONに聞く。

関西医大グループの各附属医療機関で診療の最前線に立つ医療従事者から、

新任主任教授・診療部長・診療科長を中心にKEY-PERSON＝カギを握る人物をピックアップ。

現在取り組んでいることや得意な治療・領域、これからの展望など、語ってもらいました。

■ 附属病院

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 主任教授

スポーツ医学センター センター教授

八木 正夫

山門 浩太郎

■ 総合医療センター

糖尿病センター長

心臓外科 診療部長

上部消化管外科 診療部長 腹部ヘルニア・機能外科センター長

豊田 長興

岡田 隆之

齊藤 卓也

脳神経外科 教授 脳卒中センター センター長 吉村 晋一

■ 香里病院

内科部長

眼科 医長

塚口 裕康

前田 敦史

皮膚科 医長 四十万谷 貴子

■ くずは病院

整形外科 助教

作業療法士
作業療法士

山下 裕己

平岡 あかね
吉見 円花

理学療法士
理学療法士
理学療法士

今田 尚希
山口 拓郎
金澤 俊介

■ 天満橋総合クリニック

眼科 医長 髙橋 彰子

■ くずは駅中　健康・健診センター

メディカル・フィットネス部門長・理事長特命教授 木村 穣

5
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関 西 医 科 大 学 総 合 医 療 セ ン タ ー

スタッフ集合写真

左から  佐竹勇人 センター助教・鈴木國大 助教・
　　　  永元英明 センター准教授・山門浩太朗 センター教授・
　　　  勝谷洋分 センター講師・井上純爾 センター助教

関 西 医 科 大 学 附 属 病 院

こ
の
春
、関
西
医
科
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
医
学
セ
ン

タ
ー
に
新
た
に
着
任
し
た
山
門
と
申
し
ま
す
。当
セ

ン
タ
ー
は
ス
ポ
ー
ツ
障
害
や
外
傷
の
治
療
に
特
化
し

た
整
形
外
科
の
一
内
部
局
で
す
。齋
藤
貴
徳
副
院
長
の

主
導
の
も
と「
地
域
に
ス
ポ
ー
ツ
医
療
の
拠
点
を
」と

創
設
さ
れ
た
組
織
で
あ
り
、ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
か
ら
プ

ロ
レ
ベ
ル
の
選
手
ま
で
、競
技
や
レ
ベ
ル
を
問
わ
ず
障

害
や
外
傷
の
治
療
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。ス
タ
ッ
フ

に
は
肩
・
膝
・
足
の
関
節
に
精
通
し
た
専
門
家
が
集
っ

て
お
り
、プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム（
野
球
の
東
北
楽
天

ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
、サ
ッ
カ
ー
の
湘
南
ベ
ル

マ
ー
レ
な
ど
）や
日
本
代
表
チ
ー
ム（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど
）の
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
担
当
と

し
て
活
動
す
る
医
師
、理
学
療
法
士
、ア
ス
レ
チ
ッ
ク

ト
レ
ー
ナ
ー
で
構
成
。全
国
レ
ベ
ル
の
組
織
だ
け
で
な

く
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
へ
の
支
援
も
予
定
し
て

お
り
、ス
ポ
ー
ツ
障
害
や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
な
ど

日
常
的
に
発
生
す
る
医
学
的
な
問
題
へ
の
対
応
に
は

地
域
の
他
医
療
機
関
と
連
携
し
つ
つ
、よ
り
包
括
的

な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。私
は
現
場
責
任
者
と
し
て
セ
ン
タ
ー
の
環

境
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。我
々
を
必
要
と
さ
れ

る
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
当
院

整
形
外
科
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

私
自
身
は
肩
関
節
外
科
を
専
門
に
持
ち
、こ
れ
ま

で
臨
床
医
と
し
て
診
療
・
研
究
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、手
術
指
導
や
資
格
認
定
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
2
0
1
4
年
に
導
入
さ
れ
た
リ
バ
ー
ス
型
人
工

肩
関
節
置
換
術
の
資
格
認
定
制
度
に
お
い
て
は
学
会

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
に
参
画
し
、そ
の
後
長
く
運

用
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

加
え
て
腱
板
断
裂
の
関
節
鏡
視
下
手
術
を
多
く
手
が

け
て
お
り
、前
職
で
は
年
間
3
0
0
件
ほ
ど
実
施
し

て
い
ま
し
た
。現
在
は
当
院
で
の
診
療
に
加
え
、週
1

回
く
ず
は
病
院
で
も
外
来
を
担
当
し
て
い
ま
す
。整

形
外
科
の
治
療
、と
り
わ
け
手
術
を
伴
う
ケ
ア
で
は

リ
ハ
ビ
リ
が
担
う
役
割
と
て
も
大
き
な
も
の
で
す
。し

か
し
現
在
、附
属
病
院
で
は
外
来
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し

て
お
り
ま
せ
ん
。患
者
さ
ん
に
地
域
の
先
生
の
も
と
へ

安
心
し
て
お
帰
り
い
た
だ
く
た
め
に
も
、病
診
連
携

は
非
常
に
重
要
だ
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
こ
れ
か

ら
勉
強
会
な
ど
の
機
会
を
通
じ
、顔
の
見
え
る
関
係

を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

金沢大学医学部 卒業
金沢大学附属病院 整形外科 研修医
富山県立中央病院 研修医
富山県済生会高岡病院 整形外科 医員
金沢大学 医学系研究過程 入学
石川県済生会金沢病院 整形外科 医員
河北中央病院 整形外科 医長
金沢大学 医学系研究過程 修了
米国Advanced Orthopaedic Centers
（Richmond, VA）、Clinical fellow
金沢大学附属病院 整形外科 医員
石川県済生会金沢病院 整形外科 医長
福井総合病院 医長
福井総合病院 スポーツ整形外科 部長
関西医科大学附属病院 スポーツ医学センター センター教授

1994年3月
1994年4月
1995年4月
1995年7月
1996年4月
1997年10月
2000年10月
2002年12月
2002年2月

2003年1月
2003年8月
2005年7月
2012年4月
2025年4月

Profile

スポーツ医療の地域拠点を目指し、
アマチュア競技者からプロ選手まで
実績をもつ専門家集団が担当します

関西医科大学附属病院
スポーツ医学センター センター教授

山門 浩太郎
Yamakado Kotaro

Special i ty  Service Interview

スポーツ医学センター　
新任センター教授に聞く

検
査
か
ら
手
術
、術
後
の
ケ
ア
ま
で
一
貫
し
て
関
わ

れ
る
こ
と
に
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
、脳
神
経
外

科
の
道
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。研
修
医
時
代
よ
り

カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
脳
血
管
内
治
療
や
顕
微
鏡
手
術

な
ど
、当
時
国
内
で
は
ま
だ
広
く
普
及
し
て
い
な
か
っ

た
技
術
に
触
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
、し
だ
い
に
脳
血

管
障
害
領
域
へ
の
関
心
を
深
め
て
ス
イ
ス
・
チ
ュ
ー

リ
ッ
ヒ
大
学
へ
留
学
。現
地
で
は
脳
神
経
外
科
で
の
顕

微
鏡
手
術
だ
け
で
な
く
神
経
放
射
線
科
に
お
け
る
脳

血
管
内
治
療
な
ど
多
く
を
学
び
、帰
国
後
は
開
頭
手

術
と
血
管
内
治
療
の
双
方
か
ら
脳
卒
中
診
療
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
約
20
年
ぶ
り
に
滝
井
の
地
に
戻
っ
て
こ
ら
れ

た
ご
縁
に
改
め
て
初
心
を
思
い
出
し
、身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。地
域
に
根
ざ
し
な
が
ら
も
専
門
性
の

高
い
医
療
を
提
供
で
き
る
当
院
に
お
い
て
、新
た
な
貢

献
の
か
た
ち
を
模
索
し
て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
、外
科
的
治
療
に
加
え
て
注
力
し
て
い
る
の

が
未
破
裂
脳
動
脈
瘤
の
予
防
的
治
療
で
す
。く
も
膜

下
出
血
を
発
症
す
る
と
、約
3
人
に
1
人
し
か
社
会

復
帰
が
叶
わ
な
い
現
実
が
あ
り
、患
者
さ
ん
の

Q
O
L
を
守
る
に
は
予
防
治
療
の
普
及
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。私
は
こ
れ
ま
で
開
頭
術
や
最
新
の
血
管
内
治

療
を
用
い
、安
全
性
と
確
実
性
を
重
視
し
た
予
防
治

療
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。ま
た
こ
う
し
た
診
療

の
中
で
成
人
も
や
も
や
病
、硬
膜
動
静
脈
瘻
、脳
動
静

脈
奇
形
、血
栓
化
動
脈
瘤
と
い
っ
た
希
少
疾
患
の
診
療

に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、附
属
病
院
で
豊
富
な
実

績
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
経
験
を
生
か

し
、当
院
で
も
予
防
的
治
療
お
よ
び
希
少
疾
患
の
治

療
を
強
化
し
て
い
く
所
存
で
す
。

ま
た
現
在
、脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
と

し
て
、急
性
期
脳
卒
中
の
診
療
体
制
強
化
に
も
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。救
命
セ
ン
タ
ー
と
の
緊
密
な
連
携

に
よ
り
、重
症
例
を
含
め
あ
ら
ゆ
る
脳
血
管
障
害
に

対
応
で
き
る
点
が
当
セ
ン
タ
ー
の
強
み
で
す
が
、さ
ら

に
迅
速
に
高
度
な
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
改
善
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に「
こ
こ

で
診
て
も
ら
い
た
い
」と
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
診
療

科
を
目
指
し
つ
つ
、急
性
期
か
ら
回
復
期
・
慢
性
期
に

い
た
る
ま
で
、地
域
全
体
で
切
れ
目
の
な
い
医
療
を
支

え
る
仕
組
み
を
構
築
す
べ
く
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

関西医科大学 卒業
関西医科大学附属病院 脳神経外科 研修医
関西医科大学大学院 脳神経外科 博士課程 修了
関西医科大学 脳神経外科学講座 助教
新宮市立市民病院 脳神経外科 医長
スイス チューリッヒ大学 脳神経外科 クリニカルフェロー
関西医科大学 脳神経外科学講座 講師
関西医科大学 脳神経外科学講座 准教授
関西医科大学附属病院 病院教授
関西医科大学附属病院 脳神経外科 脳血管外科 科長
関西医科大学総合医療センター 脳神経外科 部長、
脳卒中センター センター長
関西医科大学 脳神経外科学講座 
関西医科大学総合医療センター 診療教授

1992年3月
1992年6月
1997年3月
1997年4月
1999年1月
2002年1月
2007年4月
2012年4月
2014年4月
2022年4月
2025年4月

2025年5月

Profile

全
て
の
脳
血
管
障
害
に
対
応
。未
破
裂
脳
動
脈
瘤
の

予
防
的
治
療
、希
少
疾
患
の
治
療
も
強
化
し
て
い
き
ま
す

関西医科大学総合医療センター
脳神経外科 教授
脳卒中センター センター長

吉村 晋一
Yoshimura Kunikazu

脳神経外科
新任部長に聞く

New Professor Interview
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関 西 医 科 大 学 総 合 医 療 セ ン タ ー 関 西 医 科 大 学 総 合 医 療 セ ン タ ー

上
部
消
化
管
外
科
診
療
部
長
な
ら
び
に
腹
部
ヘ
ル

ニ
ア
・
機
能
外
科
セ
ン
タ
ー
長
を
拝
命
し
、25
年
ぶ
り

に
母
校
で
あ
る
関
西
医
科
大
学
へ
戻
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。学
生
時
代
に「
心
身
一
如
」の
理
念
に
共
感
し
、

心
身
医
学
講
座
に
入
局
後
、一
般
病
院
で
研
修
医
と

し
て
診
療
に
あ
た
る
中
で
外
科
治
療
に
魅
力
を
感

じ
、外
科
の
道
に
進
み
ま
し
た
。心
身
医
学
の
考
え
方

を
生
か
し
な
が
ら
外
科
医
と
し
て「
助
か
る
命
を
確

実
に
助
け
る
こ
と
」「
苦
痛
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
こ

と
」に
真
剣
に
取
り
組
み
、腹
腔
鏡
お
よ
び
ロ
ボ
ッ
ト

支
援
手
術
に
よ
る
低
侵
襲
治
療
を
中
心
に
患
者
さ
ん

に
寄
り
添
う
医
療
を
追
求
し
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
は
、上
部
消
化
管
が
ん
と
腹
部
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど

機
能
改
善
の
外
科
領
域
を
診
療
の
柱
と
し
て
い
ま

す
。が
ん
外
科
の
最
大
の
使
命
は
、今
も
昔
も「
命
を

守
る
」こ
と
で
す
。一
方
、近
年
の
高
齢
化
や
慢
性
疾
患

の
増
加
に
伴
い
、患
者
さ
ん
の「
生
活
の
質
を
支
え

る
」外
科
も
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
こ

で
、前
職
で
の
経
験
を
生
か
し
、当
院
で
2
0
2
5
年

春
に「
腹
部
ヘ
ル
ニ
ア
・
機
能
外
科
セ
ン
タ
ー
」を
創
設

し
ま
し
た
。鼠
径
部
・
臍
・
腹
壁
瘢
痕
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
腹
部
ヘ
ル
ニ
ア
に
加
え
、逆
流
性
食
道
炎
、高
度
肥

満
症
と
い
っ
た
疾
患
を
対
象
に
専
門
的
な
外
科
治
療

を
提
供
し
て
い
ま
す
。あ
り
が
た
い
こ
と
に
開
設
以
来

す
で
に
多
数
の
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。大
学
病
院
の
総
合
力
を
活
か
し
、肥
満
や
持

病
を
お
持
ち
の
方
や
専
門
的
な
治
療
を
要
す
る
複
雑

な
症
例（
再
発
や
巨
大
例
な
ど
）に
も
対
応
す
る
と
と

も
に
、当
院
な
ら
で
は
の
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
体
制
も

整
え
て
お
り
ま
す
。お
困
り
の
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
れ
ば
、ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

私
の
医
師
と
し
て
の
信
条
は
、目
の
前
の
患
者
さ

ん
が
本
当
に
必
要
と
す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、が

ん
・
良
性
疾
患
を
問
わ
ず
、丁
寧
な
治
療
を
提
供
す
る

こ
と
で
す
。縁
あ
っ
て
生
ま
れ
育
っ
た
地
へ
戻
っ
て
き

た
か
ら
に
は
、こ
の
信
条
を
胸
に
、ま
ず
は
こ
の
地
域

の
医
療
へ
貢
献
し
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。今
後

は
多
職
種
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
、「
患
者
さ

ん
に
選
ば
れ
る
外
科
」「
笑
顔
を
届
け
ら
れ
る
外
科
」

の
実
現
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。将
来
的
に
は
、こ

の「
腹
部
ヘ
ル
ニ
ア
・
機
能
外
科
セ
ン
タ
ー
」を
本
邦

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
へ
と
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
方
と
の
連
携
も
、こ
れ

ま
で
以
上
に
密
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。情
報
発
信
や
訪

問
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、地
域
連
携
パ
ス
も
積
極
的
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学 心身医学講座 入局、京都第二赤十字病院 臨床研修医
京都第二赤十字病院 外科 修練医
愛知県がんセンター病院 消化器外科 レジデント
愛知県がんセンター病院 消化器外科 シニアレジデント（食道外科）
大阪府済生会泉尾病院 外科 副医長
大阪府済生会泉尾病院 外科 医長
愛知医科大学 消化器外科学講座 助教
名古屋大学大学院 医学研究科短縮修了 博士号（医学）取得
愛知医科大学 消化器外科学講座 講師
愛知医科大学 消化器外科学講座 准教授（特任）
関西医科大学 上部消化管外科学講座 准教授
関西医科大学総合医療センター 上部消化管外科 診療部長 
兼 腹部ヘルニア・機能外科センター長、愛知医科大学 医学部 非常勤講師

2001年3月
2001年4月
2003年4月
2006年4月
2008年4月
2010年4月
2014年4月
2015年4月
2015年7月
2017年1月
2023年4月
2025年4月

Profile

関西医科大学総合医療センター
上部消化管外科 診療部長
腹部ヘルニア・機能外科センター長

齊藤 卓也
Saito Takuya

上部消化管外科
診療部長に聞く

New Professor Interview

外科とセンターの両輪で
患者さんに笑顔を届ける診療を目指します

上部消化管外科

食道がん、胃がん、

腫瘍などを対象に

「命を守る外科」

腹部ヘルニア・
機能外科センター
腹部ヘルニア、高度肥満症、

逆流性食道炎など
日常生活機能に関わる
疾患を対象に

「生活を支える外科」

「
命
を
守
る
外
科
」と

「
生
活
を
支
え
る
外
科
」を

2
本
柱
に
、地
域
と
つ
な
が
る

「
笑
顔
」の
医
療
を
目
指
し
て

糖
尿
病
は
わ
が
国
の
成
人
人
口
の
約
5
人
に
1
人

が
罹
患
し
て
い
る
と
さ
れ
る
極
め
て
頻
度
の
高
い
疾

患
で
あ
り
、甲
状
腺
疾
患
を
併
発
し
て
い
る
方
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。慢
性
甲
状
腺
炎
や
バ
セ
ド
ウ
病
、あ

る
い
は
腫
瘍
性
病
変
と
い
っ
た
甲
状
腺
疾
患
は
糖
尿

病
の
背
景
に
潜
む
こ
と
も
あ
り
、両
領
域
を
横
断
的

に
診
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
私
は
、糖
尿
病
に
加
え
甲
状
腺
疾
患
を

は
じ
め
と
す
る
内
分
泌
疾
患
に
も
専
門
的
に
取
り
組

み
、患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
全
身
状
態
を
捉
え
た
診

療
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。そ
の
横
断
的
診
療
の
経

験
を
生
か
す
べ
く
、2
0
2
5
年
春
に
新
設
し
た
の

が
当
院
の
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
で
す
。糖
尿
病
は
三
大

合
併
症（
網
膜
症
・
腎
症
・
神
経
障
害
）に
加
え
、狭
心

症
や
脳
梗
塞
、足
壊
疽
な
ど
の
血
管
障
害
に
も
深
く

関
与
し
全
身
に
影
響
を
及
ぼ
す
疾
患
で
す
。加
え
て

糖
尿
病
の
陰
に
内
分
泌
疾
患
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。当
セ
ン
タ
ー
で
は
眼
科
・
腎
臓

内
科
・
循
環
器
内
科
・
血
管
外
科
・
産
婦
人
科
・
形
成
外

科
・
上
部
消
化
管
外
科
・
歯
科
な
ど
複
数
の
診
療
科
が

連
携
し
、横
断
的
か
つ
き
め
細
や
か
な
診
療
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

近
年
、糖
尿
病
の
診
療
内
容
は
大
き
く
進
化
し
て

い
ま
す
。従
来
は
指
先
か
ら
の
採
血
で
血
糖
を
測
定

し
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
腕
に
小
型
機
器
を
装
着

し
て
24
時
間
連
続
で
血
糖
を
測
定
で
き
る「
持
続
血

糖
測
定
機
器
」が
普
及
し
つ
つ
あ
り
、当
院
で
も
多
く

の
患
者
さ
ん
に
こ
の
機
器
を
ご
活
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。ま
た
1
型
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
な
ど
に
対
し

て
は
持
続
血
糖
測
定
と
イ
ン
ス
リ
ン
ポ
ン
プ
を
組
み

合
わ
せ
た
S
A
P
療
法（
セ
ン
サ
ー
付
き
ポ
ン
プ
療

法
）な
ど
最
新
の
治
療
法
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。さ
ら
に
、こ
れ
ら
の
体
制
強
化
を
背
景
に
、

8
月
よ
り
肥
満
症
治
療
外
来
を
新
た
に
開
設
し
ま
し

た
。2
0
2
4
年
末
よ
り
使
用
可
能
と
な
っ
た
イ
ン

ク
レ
チ
ン
製
剤
を
用
い
た
治
療
を
行
う
専
門
外
来

で
、糖
尿
病
患
者
さ
ん
を
中
心
に
、医
療
的
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
な
肥
満
症
の
方
の
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す（
※
）。

今
回
の
セ
ン
タ
ー
設
立
と
外
来
の
新
設
に
よ
り
、

糖
尿
病
お
よ
び
内
分
泌
疾
患
の
患
者
さ
ん
を
よ
り
幅

広
く
、よ
り
丁
寧
に
受
け
入
れ
る
体
制
が
整
い
ま
し

た
。地
域
の
先
生
方
に
と
っ
て
、専
門
的
治
療
が
必
要

な
患
者
さ
ん
を
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
る
診
療
科

と
な
る
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学 研修医
関西医科大学 第二内科 研修医
関西医科大学大学院 医学研究科 博士課程卒業
米・Harvard大学 医学部・Brigham and Women's Hospital留学
関西医科大学 内科学第二講座 助手
関西医科大学 内科学第二講座 講師　
関西医科大学 内科学第二講座 准教授
関西医科大学 内科学第二講座 診療教授
関西医科大学総合医療センター 糖尿病センター センター長

1985年3月
1985年5月
1986年5月
1992年3月
1992年4月
1996年4月
2002年4月
2009年10月
2014年4月
2025年4月

Profile

糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
＆
肥
満
症
治
療
外
来
を
新
設
。

今
、糖
尿
病
診
療
は
新
時
代
の
幕
開
け
を
迎
え
て
い
ま
す

関西医科大学総合医療センター
糖尿病センター長

豊田 長興
Toyoda Nagaoki

Special i ty  Service Interview

糖尿病センター
センター長に聞く

※ 

肥
満
症
治
療
薬
外
来
で
の
イ
ン
ク
レ
チ
ン
製
剤
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、

　 

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
か
ら
の
ご
紹
介
と
、薬
剤
使
用
開
始
前
の

　 

6
カ
月
間
の
減
量
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ご
参
加
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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関 西 医 科 大 学 香 里 病 院

腎
臓
病
学
を
専
門
と
し
、こ
の
た
び
5
月
よ
り
香
里

病
院
の
内
科
部
長
を
拝
命
し
た
塚
口
と
申
し
ま
す
。腎

疾
患
の
診
療
に
お
い
て
は
早
期
の
発
見
・
治
療
、そ
し
て

何
よ
り
予
防
が
非
常
に
重
要
で
す
。現
在
、わ
が
国
で
は

国
民
の
約
8
人
に
1
人
が
慢
性
腎
臓
病（
C
K
D：

C
h
r
o
n
i
c 

K
i
d
n
e
y 

D
i
s
e
a
s
e
）

と
さ
れ
、将
来
的
に
末
期
腎
不
全
へ
と
進
行
す
る
リ
ス

ク
を
抱
え
る
、い
わ
ゆ
る〝
透
析
予
備
軍
〞と
考
え
ら

れ
ま
す
。C
K
D
は
心
血
管
疾
患
や
脳
血
管
障
害
な

ど
の
重
篤
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高

く
、
生
命
予
後
や
健
康
寿
命
、
日
常
生
活
活
動

（
A
D
L
）に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。全
世
界

的
に
も
C
K
D
患
者
の
増
加
は
深
刻
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
国
際
的
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
予
防
策
や
治
療
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、C
K
D
は
糖
尿
病
や
高
血
圧
と
い
っ
た
生
活

習
慣
病
に
由
来
す
る
こ
と
が
多
く
、言
い
換
え
れ
ば

早
い
段
階
か
ら
適
切
な
食
事
療
法
や
運
動
療
法
を
実

践
す
る
こ
と
で
病
気
の
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
で

す
。特
に
初
期
の
段
階
で
あ
れ
ば
腎
臓
の
病
変
や
尿

た
ん
ぱ
く
が
消
失
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。し
か
し
な
が
ら
難
し
い
の
は
、C
K
D
は
初
期
に

は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
現
れ
ず
自
覚
し
づ
ら
い
点
で
す
。

こ
の
た
め
約
2
割
の
方
が
治
療
の
機
会
を
逸
し
て
い

る
現
実
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
る
と

定
期
的
な
検
診
の
大
切
さ
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、

腎
障
害
の
進
行
を
予
防
す
る
た
め
の
生
活
指
導
を
継

続
的
に
提
供
し
て
い
く
体
制
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
当
院
の
外
来
で
は
医
師
を
は
じ
め
、看
護
師

や
管
理
栄
養
士
と
い
っ
た
多
職
種
が
一
つ
の
チ
ー
ム
と

な
り
、患
者
さ
ん
の
生
活
背
景
に
寄
り
添
っ
た
生
活
習

慣
病
の
管
理
・
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。私
達
の
腎
診
療

チ
ー
ム
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、地
域
医
療
に
携
わ
る
皆
さ

ま
と
の
連
携
の
構
築
で
す
。C
K
D
の
治
療
は
長
期
に

わ
た
る
継
続
が
求
め
ら
れ
ま
す
。ま
た
当
院
で
の
専
門

的
な
診
療
と
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
や
病
診
と
が
協

働
す
る
こ
と
に
よ
り
、早
い
段
階
か
ら
患
者
さ
ん
の

フ
ォ
ロ
ー
が
可
能
と
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。今
後

は
ぜ
ひ
地
域
に
向
け
た
情
報
発
信
な
ど
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
見
知
り
お
き

く
だ
さ
い
。今
後
も
地
域
の
医
療
従
事
者
の
皆
さ
ま
と

協
力
し
な
が
ら
、地
域
の
健
康
を
守
り
、育
む
た
め
の

取
り
組
み
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学附属病院 研修医
財団法人天理よろず相談所病院 医員
米・ハーバード大学 医学部 博士研究員 
米・ハーバード大学 医学部 インストラクター
徳島大学 医学部 病態情報診断学 助手
徳島大学大学院 ヘルスバイオサイエンス研究部 
腎臓内科 助手
関西医科大学附属男山病院 内科 助教
関西医科大学附属滝井病院　第二内科 講師
関西医科大学附属枚方病院　腎臓内科 科長
関西医科大学附属病院 腎センター センター長
関西医科大学香里病院 内科･総合診療科 内科部長

1988年3月
1988年5月
1990年5月
1995年8月
2000年6月
2001年5月
2004年4月

2008年4月
2012年4月
2013年4月
2021年4月
2025年5月

Profile

多
職
種
チ
ー
ム
で
腎
疾
患
の

早
期
治
療
と
予
防
の
定
着
に

取
り
組
み
、地
域
医
療
に

携
わ
る
皆
さ
ま
と
歩
み
た
い

関西医科大学香里病院
内科部長

塚口 裕康
Tsukaguchi Hiroyasu

内科･総合診療科
新任部長に聞く

New Manager Interview

関 西 医 科 大 学 総 合 医 療 セ ン タ ー

CKD連携  紹介基準

※ eGFR は年齢も考慮し、40歳未満はGFR 60 未満、70歳以上はGFR 40 未満とする。（CKD診療ガイド2012に準じて作成）

予
防
効
果
の
高
い
紹
介
の
タ
イ
ミ
ン
グ

KMU 腎センター資料

健
診
・
外
来
に
て

検
尿
異
常
か
腎
機
能
障
害
あ
り

専
門
医
へ
の
紹
介
基
準

基
準
①
、②
、③
、の
い
ず
れ
か

腎
専
門
医

精
査
・
腎
生
検
・
初
期
治
療
方
針
決
定

か
か
り
つ
け
医
に
逆
紹
介

定
期
受
診
・
併
診

下記も紹介基準
いずれかに当てはまる場合

①蛋白尿 2+ 以上 or 
0.5g/gCr

②蛋白尿と血尿が
ともに陽性　1+ 以上

③eGFR< 50ml/分/1.73㎡※

こ
の
春
よ
り
心
臓
外
科
は
新
体
制
へ
と
移
行
い
た

し
ま
し
た
。「
地
域
と
未
来
を
つ
な
ぐ
心
臓
外
科
診

療
」を
掲
げ
、地
域
に
根
ざ
し
た
新
た
な
診
療
モ
デ
ル

の
構
築
に
着
手
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
も
循
環
器
内

科
・
血
管
外
科
・
集
中
治
療
チ
ー
ム
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部
門
と
密
に
連
携
し
、心
臓
弁
膜
症
や
狭
心

症
、心
筋
梗
塞
、大
動
脈
疾
患
と
い
っ
た
幅
広
い
心
疾

患
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、加
え
て
小
切
開
で
行

う
低
侵
襲
手
術（
M
I
C
S
）や
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
と

外
科
手
術
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
な

ど
、安
全
性
を
最
優
先
に
身
体
的
・
社
会
的
な
回
復
を

同
時
に
支
え
る
選
択
肢
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
ま

す
。慢
性
肺
血
栓
塞
栓
症（
C
T
E
P
H
）や
マ
ル
フ
ァ

ン
症
候
群
と
い
っ
た
希
少
・
遺
伝
性
疾
患
に
も
対
応

し
、検
査
か
ら
治
療
ま
で
横
断
的
な
チ
ー
ム
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。人
員
の
拡
充
で
受

入
体
制
を
強
化
し
た
ほ
か
、枚
方
の
附
属
病
院
と
の

連
携
に
よ
る
専
門
的
診
療
、地
域
に
密
着
し
た
柔
軟

な
対
応
を
両
立
さ
せ
つ
つ
、術
後
は
ご
紹
介
元
の
医

療
機
関
に
お
帰
り
い
た
だ
く
1
0
0
％
逆
紹
介
を
実

現
す
る
流
れ
を
徹
底
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に

安
心
し
て
ご
相
談
い
た
だ
け
る
環
境
を
自
負
し
て
お

り
ま
す
。

さ
て
高
齢
化
が
進
む
中
、近
い
未
来
に
私
た
ち
が

直
面
す
る
で
あ
ろ
う
大
き
な
課
題
が
心
不
全
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
で
す
。こ
れ
か
ら
心
不
全
患
者
の
さ
ら
な
る
増

加
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、心
不
全
は
弁
膜
症
や
虚
血

性
心
疾
患
な
ど
の
終
末
像
で
あ
り
、そ
の
進
行
を
抑

え
る
た
め
に
は
医
療
機
関
の
枠
を
越
え
た
地
域
連
携

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
当
科
で
は
、症
状
が
顕
在

化
す
る
前
に
疾
患
を
拾
い
上
げ
、適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
外
科
的
介
入
を
行
う
体
制
の
整
備
を
始
め
ま
し

た
。心
臓
外
科
が
中
心
と
な
り
、地
域
全
体
を
支
え
る

「
次
世
代
型
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
」と
し
て
心
疾
患
の
予
防

か
ら
治
療
、回
復
ま
で
一
貫
し
て
担
う
新
た
な
モ
デ
ル

の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。息
切
れ
や
倦
怠
感
、む

く
み
な
ど
見
逃
さ
れ
が
ち
な
初
期
症
状
を
見
極
め
る

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
強
化
し
、地
域
の
皆
さ
ま
と
の
連

携
に
よ
る
早
期
紹
介
の
仕
組
み
を
構
築
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も「
見
逃
さ
な
い
・
見
捨
て
な
い
」を
信
条

に
、北
河
内
エ
リ
ア
で
地
域
と
未
来
を〝
つ
な
ぐ
〞心
臓

外
科
医
療
を
追
求
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学附属病院 研修医
関西医科大学 胸部心臓血管外科学講座 医員 
マレ－シア国立循環器センター 臨床留学 
関西医科大学 医学部 心臓血管外科学講座 助手
関西医科大学 医学部 心臓血管外科学講座 助教
ドイツ・ハイデルベルグ大学 心臓外科 臨床留学
関西医科大学 医学部 心臓血管外科学講座 講師
関西医科大学 医学部 心臓血管外科学講座 准教授
関西医科大学総合医療センター 心臓外科 診療部長

1993年3月
1999年4月
2001年4月
2003年7月
2005年9月
2007年4月
2010年9月
2014年4月
2022年4月
2025年4月

Profile

心
不
全
を
未
然
に
防
ぐ
次
世
代
型
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
構
築
へ
。

見
逃
さ
な
い
・
見
捨
て
な
い
心
臓
医
療
を
提
供
す
る

地
域
連
携
ア
ク
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
つ
く
り
た
い

関西医科大学総合医療センター
心臓外科 診療部長

岡田 隆之
Okada Takayuki

New Professor Interview

心臓外科
新任部長に聞く

心臓外科では各部門と密に連携し
検査・診察から治療、術後ケアまで対応します

循環器内科

麻酔科

血管外科

総合診療科

集中治療
チーム

医用工学

リハビリテーション
部門

メディカル
ツーリズム 患者さん

心臓外科
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関 西 医 科 大 学 香 里 病 院 関 西 医 科 大 学 香 里 病 院

こ
の
た
び
香
里
病
院
眼
科
医
長
に
着
任
い
た
し

ま
し
た
前
田
と
申
し
ま
す
。2
0
1
4
年
に
眼
科
の

道
に
進
み
、以
来
11
年
に
わ
た
り
白
内
障
や
網
膜
硝

子
体
疾
患
、斜
視
・
弱
視
な
ど
幅
広
い
分
野
に
携
わ
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。中
で
も
前
任
地
の
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
で
は
緑
内
障
診
療
を
専
門
と
し
、診
断
か
ら

治
療
、手
術
に
至
る
ま
で
一
貫
し
た
対
応
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。診
療
で
何
よ
り
大
切
に
し
て
い
る
の
は

患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
で
す
。特
に
緑
内
障
の
よ

う
な
慢
性
疾
患
で
は
、一
度
の
治
療
で
終
わ
る
こ
と

は
な
く
長
い
時
間
を
共
に
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。対
等
な
目
線
で
お
話
を
伺
い
、悩
み
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
、適
切
な
検
査
と
治
療
を
共
に
考
え
て
い

く「
二
人
三
脚
の
医
療
」を
心
が
け
て
い
ま
す
。

さ
て
、緑
内
障
は
40
歳
以
上
の
お
よ
そ
20
人
に
1

人
が
罹
患
し
て
い
る
と
さ
れ
、完
治
す
る
こ
と
は
難
し

く
生
涯
に
わ
た
っ
て
病
気
と
向
き
合
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
治
療
で
は
視
野
障
害
の
進

行
を
抑
え
、可
能
な
限
り
視
力
を
保
つ
こ
と
が
目
標

と
な
り
ま
す
。そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
近
年
は
手
術
器
具

や
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、低
侵
襲
で
安
全
性
の

高
い
手
術
が
可
能
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。当
院
で
は
す

で
に「
プ
リ
ザ
ー
フ
ロ
®
マ
イ
ク
ロ
シ
ャ
ン
ト
」を
用
い

た
緑
内
障
濾
過
手
術
を
導
入
し
て
お
り
、加
え
て
現

在
は「
i
S
t
e
n
t
®
手
術
」の
実
施
に
向
け
た
準

備
も
進
め
て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
身
体
的
・
心
理
的
な
負
担
の
少
な
い
医
療
を
提
供

す
べ
く
、設
備
と
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
お
見
知
り
お
き
く
だ
さ
い
。

他
に
も
香
里
病
院
眼
科
で
は
白
内
障
や
網
膜
疾

患
、視
神
経
疾
患
、ぶ
ど
う
膜
炎
な
ど
幅
広
い
領
域
を

対
象
に
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。手
術
に
関
し
て
は

白
内
障
・
緑
内
障
・
硝
子
体
手
術
、各
種
レ
ー
ザ
ー
治

療
な
ど
行
っ
て
お
り
、白
内
障
手
術
は
日
帰
り
・
入
院

い
ず
れ
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。ご
紹
介
い
た
だ
い
た

患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
逆
紹
介
を
徹
底

し
、当
院
で
の
専
門
的
な
治
療
後
に
症
状
が
安
定
さ

れ
た
折
に
は
再
び
地
域
医
療
へ
と
お
帰
り
い
た
だ
い

て
い
る
ほ
か
、必
要
に
応
じ
て
併
診
も
ご
提
案
し
て
お

り
ま
す
。

今
後
は
網
膜
症
や
小
児
の
斜
視
な
ど
対
象
疾
患
の

幅
を
広
げ
、さ
ら
に
力
強
く
地
域
医
療
の
一
翼
を
担
う

べ
く
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
当
科
か
ら
の
情

報
発
信
は
も
ち
ろ
ん
、懇
親
会
や
勉
強
会
を
通
じ
て

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
方
の
ご
要
望
や
お
考
え
な
ど
も

ぜ
ひ
拝
聴
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学附属病院 初期研修医
関西医科大学附属病院 眼科
兵庫県立尼崎総合医療センター 眼科　
関西医科大学総合医療センター 眼科　
関西医科大学総合医療センター 眼科　教育医長・医局長
関西医科大学総合医療センター 眼科　外来医長
関西医科大学香里病院 眼科 医長

2012年3月
2012年4月
2014年4月
2015年4月
2017年4月
2022年4月
2024年4月
2025年4月

Profile

緑
内
障
の
先
進
的
な
低
侵
襲
手
術
を
提
供
中
。

患
者
さ
ん
を
も
っ
と
お
任
せ
い
た
だ
け
る
よ
う

診
療
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す

関西医科大学香里病院
眼科 医長

前田 敦史
Maeda Atsushi

Doctor  Interview

眼科
新任医長に聞く

患者さん一人ひとりと同じ目線に立ち、
目のお悩みに真摯に向き合って

二人三脚の医療を目指します

……など幅広く診療にあたってきました。
症状の安定しない患者さんがいらっしゃればご紹介ください。

緑内障 白内障 斜視
弱視

網膜
硝子体
疾患

医
師
の
道
を
志
し
た
の
は
、幼
い
頃
に
再
生
不
良

性
貧
血
を
患
い
、長
期
の
入
院
生
活
か
ら
医
療
に
関

心
を
持
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。手
技
を
生
か

せ
る
診
療
科
で
あ
っ
た
こ
と
、自
分
の
生
き
方
や
価
値

観
に
合
っ
て
い
る
と
感
じ
た
こ
と
か
ら
皮
膚
科
を
選

択
。現
在
は
医
師
と
し
て
、ま
た
一
人
の
母
と
し
て
、日

頃
の
経
験
を
診
療
の
中
で
少
し
で
も
還
元
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

前
任
地
の
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
皮
膚
科
全
般

の
診
療
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
を
は
じ
め
と
す
る
頻
度
の
高
い
皮
膚
疾
患
か

ら
、乾
癬
や
足
壊
疽
と
い
っ
た
難
治
性
の
疾
患
ま
で
幅

広
い
症
例
を
通
じ
て
経
験
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
多
く
携
わ
っ
た
の
が
皮
膚
の
悪
性
腫
瘍
で
す
。当

院
で
は
抗
が
ん
剤
治
療
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、良

性
／
悪
性
の
診
断
に
迷
わ
れ
る
よ
う
な
患
者
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
診
断
が
可
能
で
す
し
、系
列
病
院
と

治
療
連
携
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。診
療
で
は
病
理
組
織
学
的
な
根
拠
に
基
づ
い

た
正
確
な
診
断
と
、そ
れ
に
即
し
た
治
療
の
提
供
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。お
話
を
丁
寧
に
伺
い
、そ
の
方

に
と
っ
て
最
善
の
治
療
法
を
ご
提
案
し
、一
人
で
も
多

く
の
患
者
さ
ん
に
皮
膚
科
の
通
院
を
卒
業
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
尽
力
し
て
い
ま
す
。

当
院
皮
膚
科
の
特
徴
と
し
て
は
、白
斑
や
円
形
脱

毛
症
に
対
す
る
エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
ー
治
療（
紫
外
線
療

法
）を
導
入
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
の
治

療
機
器
を
備
え
る
医
療
機
関
は
限
ら
れ
て
お
り
、遠

方
か
ら
通
院
さ
れ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。ま

た
最
近
で
は
円
形
脱
毛
症
に
対
す
る
新
し
い
内
服
薬

が
普
及
し
つ
つ
あ
る
た
め
、レ
ー
ザ
ー
治
療
な
ど
を
含

め
患
者
さ
ん
の
症
状
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
あ
わ
せ
て

治
療
法
を
選
択
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

医
長
と
し
て
の
今
後
の
目
標
は
、患
者
さ
ん
の
負

担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
で
す
。た

と
え
ば
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
、

症
状
の
安
定
後
は
地
域
の
皮
膚
科
で
定
期
受
診
し
て

い
た
だ
き
、当
院
は
数
カ
月
お
き
に
経
過
を
確
認
す

る
。ま
た
J
A
K
阻
害
薬
な
ど
の
導
入
は
、当
院
で
行

い
、そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
地
域
の
先
生
方
に

お
任
せ
す
る
な
ど
、当
院
が
持
つ
専
門
性
と
地
域
医

療
の
な
ら
で
は
の
身
近
さ
・
親
し
み
や
す
さ
、診
療
時

間
の
利
便
性
を
両
立
さ
せ
た
体
制
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
、地

域
の
先
生
方
と
連
携
し
、よ
り
良
い
診
療
を
実
現
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学総合医療センター 皮膚科 助教
関西医科大学香里病院 皮膚科 医長

2014年3月
2020年9月
2025年4月

Profile

地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
、個
々
に
適
し
た
通
院
ス
タ
イ
ル
と

選
択
肢
の
あ
る
専
門
的
な
治
療
を
届
け
た
い

関西医科大学香里病院
皮膚科 医長

四十万谷 貴子
Shijimaya Takako

Doctor  Interview

皮膚科
新任医長に聞く



昨
年
度
ま
で
は
枚
方
の
附
属
病
院
に
所
属
し
つ
つ
当
院
で
週
1
回
外
来

を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
が
、こ
の
た
び
く
ず
は
病
院
の
常
勤
医
と
な
り
、

よ
り
地
域
の
皆
さ
ま
に
近
い
立
場
で
診
療
に
あ
た
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。着
任
以
来
す
で
に
多
く
の
先
生
方
か
ら
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
だ

い
て
お
り
、改
め
て
感
謝
と
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
交
野
市
出
身
で
、大
学
卒
業
後
に
地
元
の
地
域
医
療
に
貢
献
し
た

い
と
大
阪
に
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。以
来
、北
河
内
の
医
療
に
貢
献
で
き

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。専
門
は
整
形
外
科
、中
で
も
膝
関
節
の

治
療
で
す
。膝
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、外
来
で
膝
の
痛
み
を
訴

え
る
方
の
多
さ
に
驚
き
、そ
う
い
っ
た
方
々
の
力
に
な
り
た
い
と
考
え
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。初
期
に
は
外
傷
や
骨
折
な
ど
一
般
整
形
外
科

領
域
を
幅
広
く
学
び
、救
命
セ
ン
タ
ー
に
て
三
次
外
傷
の
治
療
を
経
験
。

そ
の
後
、膝
関
節
を
専
門
分
野
と
し
て
か
ら
は
変
形
性
膝
関
節
症
に
対
す

る
人
工
関
節
置
換
術（
T
K
A
・
U
K
A
）や
若
年
者
の
骨
の
変
形
に
対
す

る
骨
切
術
、関
節
鏡
を
用
い
た
低
侵
襲
手
術
ま
で
幅
広
く
携
わ
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。ま
た
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
に
も
関
心
が
深
く
、前
十
字
靱
帯
損
傷

や
半
月
板
損
傷
に
対
す
る
手
術
も
数
多
く
経
験
し
て
お
り
ま
す
。

私
が
診
療
で
心
が
け
て
い
る
の
は
、画
像
検
査
の
結
果
だ
け
で
治
療
方

針
を
立
て
る
こ
と
は
せ
ず
、手
術
で
も
保
存
療
法
で
も
そ
の
方
に
合
っ
た

治
療
を
ご
提
案
す
る
こ
と
で
す
。患
者
さ
ん
が
生
活
の
中
で
何
に
困
っ
て

お
ら
れ
る
の
か
、治
療
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
日
常
を
取
り
戻
し
た
い
の

か
と
い
っ
た
点
を
丁
寧
に
伺
い
、治
療
を
始
め
る
時
に
は
十
分
ご
納
得
い

た
だ
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

現
在
、当
院
の
整
形
外
科
に
は
5
名
の
常
勤
専
門
医
が
在
籍
し
て
お

り
、患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
専
門
的
な
治
療
を
提
供
で
き
る
体
制

が
整
っ
て
い
ま
す
。ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
注
射
や
薬
剤
加
療
な
ど
、保
存
加
療
で

改
善
が
見
ら
れ
な
い
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ

い
。ま
た
、関
西
医
科
大
学
で
ス
ポ
ー
ツ
医
学
セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
が
、当
院
で
も
定
期
的
に
外
来
診
療
を
行
っ
て
お
り
、必
要
に
応
じ
て

手
術
加
療
や
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
専
門
的
な
治
療
を
ご
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

大
き
す
ぎ
な
い
病
院
な
ら
で
は
の
柔
軟
な
対
応
力
を
活
か
し
、地
域
の

皆
さ
ま
に「
整
形
外
科
に
強
い
く
ず
は
病
院
」と
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
今
後
も
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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関 西 医 科 大 学 く ず は 病 院

鳥取大学医学部医学科 卒業
関西医科大学附属病院 
整形外科 入局
マックシール巽病院 
骨折治療センター
明治橋病院 整形外科
関西医科大学附属病院 
高度救急救命センター
関西医科大学附属病院 
整形外科 助教 
関西医科大学くずは病院 
整形外科 助教

2017年3月
2019年4月

2019年4月

2020年4月
2021年4月

2022年4月

2025年4月

Profile

膝
関
節
で
お
困
り
の
患
者
さ
ん
、

保
存
加
療
で
改
善
が
見
ら
れ
な
い
方
に

最
適
な
治
療
を
ご
提
供
し
ま
す

関西医科大学くずは病院
整形外科 助教

山下 裕己
Yamashita Yuki

整形外科
新任医師に聞く

Doctor  Interview

関 西 医 科 大 学 く ず は 病 院

手術風景

肩関節外来を支える
リハビリテーションスタッフ

関西医科大学くずは病院では、2025年4月よりスポーツ医学セ

ンター 山門教授を中心とした「肩関節外来」をスタートしました。

肩関節外来では従来以上に専門的かつ多角的な医療を提供す

ることが可能となり、アスリート選手からスポーツ愛好者、高齢者

の方々まで幅広い患者層に対応しています。この新しい診療体

制を支えているのが理学療法士（PT）や作業療法士（OT）をはじ

めとするリハビリテーションスタッフであり、初診時の評価や術後

のフォローアップ、投球障害への対応に至るまでチーム医療の一

員として重要な役割を担っています。今回は肩関節外来のPT・

OTより、外来の強みやポイントをご紹介します。

不
安
な
く
日
常
に
戻
っ
て
い
た
だ
き
た
い

お
一
人
お
ひ
と
り
の
状
態
や
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、そ
の
方

ら
し
い
生
活
へ
安
心
し
て
戻
っ
て
い
け
る
よ
う
心
を
込
め
て
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。入
院
中
の
患
者
さ
ん
に
は
、食
事
や
更
衣
、夜
間
の
安
眠
と

い
っ
た
日
常
生
活
に
必
要
な
動
作
を
一
緒
に
確
認
し
な
が
ら
、退
院
後

の
生
活
を
見
据
え
た
支
援
を
行
い
ま
す
。術
後
早
期
で
は
、組
織
の
治

癒
を
妨
げ
な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、関
節
の
こ
わ
ば
り
や
筋
力
低
下
を

で
き
る
だ
け
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。た
と
え
ば
腱
板
修
復
術
後
で
あ

れ
ば
、修
復
腱
に
過
度
な
負
荷
が
か
か
ら
な
い
姿
勢
を
保
ち
な
が
ら
、

慎
重
な
介
入
を
実
施
。他
動
に
よ
る
可
動
域
訓
練
は
医
師
の
指
示
に
基

づ
い
て
適
切
な
範
囲
で
開
始
し
、肩
甲
帯
や
体
幹
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
早
期
か
ら
取
り
入
れ
ま
す
。ま
た
術
後
の
痛
み
や
不

安
に
寄
り
添
う
こ
と
も
私
た
ち
作
業
療
法
士
の
大
切
な
役
割
の
一
つ
で

す
。痛
み
に
対
す
る
不
安
が
強
く
出
や
す
い
時
期
だ
か
ら
こ
そ「
動
か

し
て
も
大
丈
夫
」と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、丁
寧
な
声
か
け
と
分

か
り
や
す
い
説
明
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

作業療法士

平岡 あかね
Hiraoka Akane

広島国際大学 リハビリテーション学科 
作業療法学専攻 卒業
関西医科大学くずは病院 
リハビリテーションセンター 入職

2021年3月

2021年4月

Profile

作業療法士

吉見 円花
Yoshimi Madoka

佛教大学 保健医療技術学部 
作業療法学科 卒業
関西医科大学くずは病院 
リハビリテーションセンター 入職

2024年3月

2024年4月

Profile

ヒトコト

入
職
以
来
、急
性
期
病
棟
で
肩
関
節
領
域
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

近
年
、新
し
い
手
術
も
増
え
て
い
る
た
め
、効
果
的
な
治
療
と

リ
ハ
ビ
リ
の
導
入
を
こ
れ
か
ら
も
追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

チ
ー
ム
一
体
で
安
心
を
提
供
し
た
い

肩
関
節
外
来
に
お
い
て
、私
た
ち
作
業
療
法
士
は
手
術
を
受
け
た
患

者
さ
ん
と
関
わ
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。術
式
や
画
像
所
見
、術
後

の
安
静
期
間
な
ど
、治
療
の
流
れ
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
は
医
師

と
の
密
な
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
私
た
ち
は
常
に
情
報
共

有
を
大
切
に
し
な
が
ら
、リ
ハ
ビ
リ
の
方
針
を
す
り
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

術
後
は
回
復
の
段
階
ご
と
に
目
標
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
重
視
し
、再

発
を
防
ぐ
た
め
の
動
作
や
生
活
の
工
夫
に
つ
い
て
も
チ
ー
ム
で
相
談
。

放
射
線
技
師
や
看
護
師
、義
肢
装
具
士
の
方
々
と
も
細
や
か
に
連
携

し
、患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
日
常
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
心

を
込
め
て
支
援
し
て
い
ま
す
。私
自
身
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
の
多
い
毎

日
で
す
が
、作
業
療
法
士
と
し
て
少
し
で
も
患
者
さ
ん
の
心
に
寄
り
添

え
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
願
い
つ
つ
、日
々
の
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ヒトコト

作
業
療
法
士
を
志
し
た
の
は
、私
自
身
の
入
院
経
験
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

患
者
さ
ん
が
抱
え
る
日
常
復
帰
へ
の
不
安
に
共
感
で
き
る
立
場
と
し
て
、

そ
の
懸
念
を
和
ら
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
で
す
。

くずは病院内の様子
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関西医科大学天満橋総合クリニック 関 西 医 科 大 学 く ず は 病 院

個
別
性
の
高
い
介
入
を
大
切
に
し
て
い
ま
す

肩
関
節
外
来
の
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、評
価
に
基
づ
い
た「
個
別
性
の
高
い

介
入
」を
特
に
大
切
に
し
て
い
ま
す
。同
じ
診
断
で
も
患
者
さ
ん
に
よ
っ

て
症
状
や
痛
み
の
程
度
、動
作
の
特
徴
な
ど
は
異
な
り
ま
す
。た
と
え
ば

腱
板
断
裂
の
ケ
ー
ス
を
見
て
も
肩
甲
骨
の
安
定
性
に
課
題
が
あ
る
方
、

上
腕
骨
頭
の
運
動
制
御
に
問
題
が
あ
る
方
、全
身
の
柔
軟
性
が
低
下
し

て
い
る
方
な
ど
背
景
は
さ
ま
ざ
ま
。私
た
ち
は
解
剖
学
や
運
動
学
の
知
識

を
ベ
ー
ス
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
原
因
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
計
画
を
丁
寧
に

組
み
立
て
る
こ
と
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。

ま
た
日
々
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
加
え
、月
に
1
度
は
綿
密
な
全
体
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施
し
、多
職
種
で
の
情
報
共
有
、支
援
の
質
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。患
者
さ
ん
に
は「
自
分
の
体
を
自
分
で
良
く
し
て
い
く
」感
覚

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、セ
ル
フ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や
日
常
生
活
で
の

工
夫
も
積
極
的
に
ご
提
案
し
て
い
ま
す
。高
齢
の
方
で
は
主
訴
が
腰
や
膝

で
あ
っ
て
も
、肩
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
症
状
に
も
丁
寧
に
対
応
し
、全
身
の
負
担
軽
減
に
繋
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

理学療法士

金澤 俊介
Kanazawa Shunsuke

藍野大学 医療保健学部 
理学療法学科 卒業
関西医科大学くずは病院 
リハビリテーションセンター 入職

2022年3月

2022年4月

Profile

ヒトコト

臨
床
に
出
る
よ
う
に
な
っ
て

肩
の
痛
み
に
苦
し
む
患
者
さ
ん
の
多
さ
に
驚
き
、

肩
関
節
の
リ
ハ
ビ
リ
に
深
く
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

今
後
よ
り
専
門
性
を
高
め
、多
く
の
患
者
さ
ん
の
お
役
に
立
ち
た
い
で
す
。

的
確
な
術
前
評
価
で
最
適
な
治
療
方
針
を

肩
関
節
外
来
の
開
設
以
来
、す
で
に
多
く
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
方
か

ら
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。以
前
か

ら
肩
の
不
調
を
訴
え
る
患
者
さ
ん
は
お
ら
れ
ま
し
た
が
、外
来
開
設
後
は

若
い
方
を
含
め
、よ
り
多
く
の
方
に
受
診
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
外
来
の
特
徴
の
一
つ
は
、術
前
評
価
に
力
を
入
れ
て
い
る
点
で
す
。関

節
の
可
動
性
や
筋
力
、動
作
の
パ
タ
ー
ン
、痛
み
の
出
る
動
き
な
ど
を
丁
寧

に
評
価
し
医
師
と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、患
者
さ
ん
に
と
っ
て
最
適

な
治
療
方
針
を
導
き
出
す
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。現
在
、動
作
解
析
や
超

音
波
画
像
な
ど
の
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、よ
り
精
度
の
高
い
評
価
・
ケ
ア
を
実

現
す
べ
く
設
備
拡
充
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。肩
の
痛
み
に
悩
む
方
々

が
、必
要
な
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
に
適
切
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
は
、ま
だ

十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
を
目
指
す
当
院
と
し

て
、今
後
も
一
人
で
も
多
く
の
方
に
寄
り
添
い
、質
の
高
い
支
援
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 理学療法士

今田 尚希
Imada Naoki

大阪医専 理学療法学科 卒業
関西医科大学くずは病院 
リハビリテーションセンター 入職

2021年3月
2021年4月

Profile

理学療法士

山口 拓郎
Yamaguchi Takuro

関西医科専門学校 理学療法学科 卒業
関西医科大学くずは病院 
リハビリテーションセンター 入職

2018年3月
2022年4月

Profile

ヒトコト

呼
吸
療
法
認
定
士（
3
学
会
合
同
呼
吸
療
法
認
定
士
の

資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

整
形
外
科
に
付
随
す
る
領
域
の
知
識
を
増
や
し
、

さ
ら
に
多
く
の
患
者
さ
ん
に
適
切
な
ケ
ア
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

投
球
障
害
に
も
対
応
し
て
い
ま
す

肩
関
節
外
来
で
は
、一
般
的
な
肩
の
障
害
に
加
え
、投
球
障
害
に
も
対
応

し
て
い
ま
す
。受
診
さ
れ
る
数
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、競
技
を
続
け
る

若
年
層
で
は
肩
の
痛
み
や
違
和
感
を
訴
え
る
ケ
ー
ス
が
一
定
数
見
ら
れ
ま

す
。投
球
障
害
に
専
門
的
に
対
応
で
き
る
医
師
や
ト
レ
ー
ナ
ー
は
限
ら
れ

て
お
り
、地
域
の
先
生
方
に
は
、も
し
お
心
当
た
り
の
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
れ
ば
、当
外
来
へ
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

私
自
身
、ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の
野
球
経
験
者
で
あ
り
、大
学
で
動
作
解

析
を
学
ん
だ
背
景
も
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
多
く
の
投
球
障
害
を
担

当
し
て
き
ま
し
た
。こ
う
し
た
障
害
は
肩
だ
け
で
な
く
全
身
の
運
動
連
鎖

や
フ
ォ
ー
ム
の
分
析
が
重
要
で
す
。特
に
肩
甲
骨
の
位
置
や
後
方
関
節
包

の
硬
さ
な
ど
、わ
ず
か
な
可
動
域
の
変
化
が
障
害
の
引
き
金
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、当
外
来
で
は
肩
関
節
に
加
え
て
体
幹
・
股
関
節
・

下
肢
と
の
連
動
性
も
含
め
た
総
合
的
な
評
価
を
実
施
。若
年
層
に
は
投
球

数
の
管
理
や
セ
ル
フ
ケ
ア
指
導
を
丁
寧
に
行
い
、フ
ォ
ー
ム
修
正
に
つ
い
て

も
医
師
・
ト
レ
ー
ナ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
、ご
本
人
の
納
得
感
を
大
切
に
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ヒトコト

私
自
身
、け
が
で
ア
ス
リ
ー
ト
人
生
を
諦
め
た
経
験
が
あ
り
、

同
じ
よ
う
な
思
い
を
す
る
人
を
減
ら
し
た
い
と

理
学
療
法
士
に
な
り
ま
し
た
。

頑
張
る
皆
さ
ん
の
手
助
け
が
し
た
い
で
す
！

眼
科
で
は
外
来
診
療
と
検
診
を
幅
広
く
行
っ
て
お

り
、特
徴
は
院
内
の
診
療
科
間
の
連
携
が
密
な
点
で

す
。た
と
え
ば
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
場
合
、内
科
と

眼
科
が
連
携
し
な
が
ら
治
療
に
あ
た
り
高
血
圧
、甲

状
腺
疾
患
、眼
瞼
の
皮
膚
疾
患
な
ど
の
患
者
さ
ん
も

他
科
と
連
絡
を
と
り
あ
い
多
角
的
な
視
点
か
ら
診

療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
が
近
年
特
に
注
力
し
て
い
る
の
が
、緑
内

障
や
加
齢
黄
斑
変
性
の
早
期
発
見
と
継
続
的
な
ケ

ア
で
す
。と
り
わ
け
緑
内
障
は
40
歳
以
上
の
約
5
％

が
罹
患
し
て
い
る
と
さ
れ
、加
齢
と
と
も
に
増
加
す

る
疾
患
で
あ
り
な
が
ら
、自
覚
症
状
に
乏
し
く
気
づ

か
れ
に
く
い
と
い
う
特
性
を
持
ち
ま
す
。日
本
に
お

け
る
失
明
原
因
の
第
一
位
で
あ
り
慢
性
的
に
進
行
す

る
た
め
、生
涯
に
わ
た
っ
て
注
意
深
く
経
過
を
み
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
ミ

ド
ル
エ
イ
ジ
世
代
の
方
が
比
較
的
多
く
訪
れ
る
た
め

か
、緑
内
障
を
患
う
患
者
さ
ん
の
割
合
が
多
い
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。緑
内
障
や
加
齢
黄
斑
変
性
な
ど

の
疾
患
に
よ
り
視
力
や
視
野
が
悪
く
な
る
と
、そ
の

リ
ス
ク
は
読
み
書
き
の
不
自
由
さ
に
と
ど
ま
ら
ず

日
常
に
お
け
る
転
倒
リ
ス
ク
に
も
お
よ
び
ま
す
。平

均
寿
命
の
延
伸
が
見
込
ま
れ
る
現
代
に
お
い
て
、高

齢
期
に
視
覚
障
害
を
抱
え
る
方
が
増
え
る
可
能
性

を
踏
ま
え
、私
た
ち
は
日
頃
か
ら
情
報
発
信
を
含
め

た
予
防
啓
発
と
診
療
の
両
面
で
の
取
り
組
み
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。検
診
で
は
O
C
T
検
査（
眼
底

三
次
元
画
像
解
析
）も
オ
プ
シ
ョ
ン
で
ご
提
供
し
て

お
り
、よ
り
精
密
な
診
断
が
可
能
で
す
。も
し
も
手

術
や
高
度
な
治
療
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、大

手
前
病
院
様
、大
阪
歯
科
大
学
附
属
病
院
様
、大
阪

医
療
セ
ン
タ
ー
様
、北
野
病
院
様
を
は
じ
め
関
西
医

科
大
学
系
列
病
院
な
ど
、患
者
さ
ん
の
ご
希
望
や
病

状
に
応
じ
た
最
適
な
医
療
機
関
と
連
携
い
た
し
ま

す
。術
後
は
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も

可
能
で
あ
り
、特
に
緑
内
障
の
患
者
さ
ん
に
は
紹
介

後
も
専
門
医
と
情
報
を
共
有
し
つ
つ
、併
診
と
い
う

か
た
ち
で
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。今
後
も
地
域
連
携
の
関
係
構
築
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、地
域
の
医
療
機
関
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ま
た
眼
科
領
域
の
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て

は
、2
0
2
4
年
末
に
子
ど
も
の
近
視
進
行
を
予
防

す
る
新
た
な
点
眼
薬（
ア
ト
ロ
ピ
ン
硫
酸
塩
水
和

物
）が
国
内
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
5
歳
か

ら
15
歳
程
度
の
子
ど
も
を
対
象
に
処
方
で
き
る
治

療
薬
で
、近
視
の
進
行
を
抑
え
将
来
の
網
膜
疾
患
の

リ
ス
ク
を
軽
減
で
き
る
可
能
性
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。現
在
、当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
こ
の
治
療
薬
の
導
入

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

地
域
の
皆
さ
ま
の「
生
涯
の
視
力
」を
守
る
た
め
、丁

寧
で
信
頼
の
お
け
る
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

関西医科大学医学科 卒業
関西医科大学 眼科学教室 入局
吹田市民病院 出向
関西医科大学 眼科 研究医員
OMMメデイカルセンター
（現・関西医科大学天満橋総合クリニック）眼科
関西医科大学天満橋総合クリニック 眼科 医長

1989年3月
1989年4月
1992年10月
1993年9月
1998年4月

2024年4月

Profile

一生涯の付き合いも多い目の病気。
近隣の病院との連携を密にしながら
患者さんに寄り添います

天満橋総合クリニック
眼科 医長

髙橋 彰子
Takahashi Akiko

Doctor  Interview

眼科
医長に聞く
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くず は 駅 中  健 康・健 診 セ ン タ ー

関西医科大学くずは駅中健康・健診センター
メディカル・フィットネス部門長・理事長特命教授

木村 穣
Kimura Yutaka

メディカル・フィットネス部門
理事長特命教授に聞く

Special i ty  Service Interview

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、認
知
症
の
患
者
数
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。治
療
薬
の
開
発
も
着
実
に
進
ん
で

は
い
る
も
の
の
、や
は
り「
認
知
症
に
な
ら
な
い
」に
越

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。中
で
も
極
め
て
重
要
な
の

が
、軽
度
認
知
障
害（
M
C
I
）の
段
階
で
の
対
策
で
あ

り
、近
年
で
は
運
動
が
認
知
機
能
の
改
善
に
寄
与
す
る

と
い
う
科
学
的
根
拠
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、そ
う
い
っ
た
世
情
を
背
景
に
、こ
の
た
び
当
セ

ン
タ
ー
の
メ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
部
門
で
は
認
知

症
予
防
に
特
化
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー「
認
知
症
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。中
心
と
な

る
の
は「
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
」、す
な
わ
ち
運
動
と
脳
ト
レ

を
同
時
に
行
う
手
法
で
す
。主
に
は
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
バ
イ

ク
を
こ
ぎ
な
が
ら
液
晶
画
面
上
で
簡
単
な
ゲ
ー
ム
や
計

算
問
題
に
取
り
組
む
構
成
と
な
っ
て
お
り
、こ
の
よ
う

に
運
動
と
知
的
課
題
を
組
み
合
わ
せ
た
デ
ュ
ア
ル
タ
ス

ク
は
、脳
の
前
頭
前
野
を
は
じ
め
と
す
る
重
要
な
部
位

を
刺
激
し
、認
知
機
能
の
維
持
・
向
上
に
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
筋
肉
を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て

分
泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
は
脳
の
神
経
細
胞
の
修
復
に
も

良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、有
酸
素

運
動
に
加
え
て
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
併
せ
て
行
う
こ

と
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。当
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
そ
の
点
に
配

慮
し
、身
体
的
・
認
知
的
な
両
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き

る
よ
う
設
計
し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
会
員
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
る

「
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。ご
利
用
者
の
デ
ー
タ
は

I
D
管
理
し
て
お
り
、定
期
的
な
評
価
や
進
捗
を
可
視

化
す
る
仕
組
み
も
整
え
ま
し
た
。指
導
は
専
門
の
健
康

運
動
指
導
士
が
担
当
し
、筋
力
ア
ッ
プ
に
向
け
た
食
事

指
導
を
受
け
ら
れ
る
点
も
当
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は
の
強

み
で
す
。地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、M
C
I
が
疑
わ
れ
る
患
者
さ
ん
や
、物
忘
れ
が
気

に
な
る
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
ご
紹
介
い
た
だ

け
ま
す
と
幸
い
で
す
。た
だ
し
、認
知
症
と
診
断
さ
れ
た

（
ま
た
は
診
断
さ
れ
て
い
る
）場
合
は
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
自

体
に
ご
入
会
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、そ
の
点
だ
け
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

今
後
、よ
り
多
様
な
課
題
や
個
別
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
良
を
重
ね
て
い
く
予
定
で

す
。そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
医
療
と
運
動
の
力
を
融
合
さ

せ
な
が
ら
、地
域
の
皆
さ
ま
の
健
や
か
な
日
常
を
サ

ポ
ー
ト
す
べ
く
、さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

脳トレ×運動で認知症を予防
今注目の「デュアルタスク」を盛り込んだ新プログラムが始動しました

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学 第2内科 入局
関西医科大学 博士課程 医学博士取得
米・コネチカット州立大学　留学
カナダ・トロント大学 留学
大阪簡易保険総合健診センター 内科医長
関西医科大学 第2内科 講師
関西医科大学 第2内科 
心臓血管病センター 助教授
関西医科大学枚方病院（現・附属病院） 
健康科学センター センター長
関西医科大学 健康科学教室 教授
関西医科大学附属病院 健康科学センター 
理事長特命教授

1981年3月
1981年4月
1988年8月
1988年10月
1989年11月
1991年11月
1997年10月
2002年4月

2006年4月

2009年4月
2023年4月

Profile

認知症予防
プログラム

通常月会費 ＋ オプション料金

550円（税込）

※ 認知症と診断された方はご利用いただけません。

※ ご利用料金は2025年7月現在のものです。

ご利用料金

・認知症を予防したい方
・軽度認知障害（MCI）と診断された方

対　象

くず は 駅 中  健 康・健 診 セ ン タ ー
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